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林　行夫（はやし ゆきお）
京都大学地域研究統合情報センター長、教授。専門地域はタイ、ラオスを主と
する大陸部東南アジア。研究関心は同地域の上座仏教徒の宗教と社会の動態。
なぜ、どのように人はこの世ならぬ世界と関わって地域を築くか。1981年よ
りタイ、90年代以降ラオス、カンボジア、中国雲南省を含めて実践宗教、民族
間関係の地域間比較研究を行い、2006年から同地域の寺院施設と出家者の
移動に関する時空間マッピングに従事。

柳澤  雅之（やなぎさわ まさゆき）
京都大学地域研究統合情報センター准教授。専門は農学、農業生態学、ベトナ
ム地域研究。主な研究対象地域はベトナムやインドネシアを中心とする東南
アジア全域で、稀にアフリカやアマゾンの森を比較研究のために訪問する。研
究関心事は、東南アジアの森林面積が急激に減少する中で、地域ごとに異なる
土地利用の変化のメカニズムを統一的に理解することや、人為的につくりだ
された植生の生態学的価値の評価とその利用について。

山本  博之（やまもと ひろゆき）
京都大学地域研究統合情報センター准教授。専門はマレーシア地域研究／現
代政治史、災害対応と情報、地域研究方法論。博士（学術）（東京大学、2003年）。
2003～2004年に在インドネシア・メダン日本国総領事館の委嘱調査員を務
めた。科研費プロジェクト基盤（A）「災害対応の地域研究の創出：『防災スマト
ラ・モデル』の構築とその実践的活用」（2011～2014年度）の研究代表者。

寺田  匡宏（てらだ まさひろ）
京都大学地域研究統合情報センター共同研究員。1971年生まれ。歴史学研究
者。災害史や博物館における歴史展示のあり方を研究。これまでに参画した展
示として、国立歴史民俗博物館「ドキュメント災害史」展（2003年）、［記憶・歴
史・表現］フォーラム「いつかの、だれかに」展（2005年）、歴史伝承委員会「土・
くらし・空港」展（2006年）ほか。共編著に『訪ねてみよう戦争を学ぶミュー
ジアム／メモリアル』（岩波ジュニア新書、2006年）、『記憶表現論』（昭和堂、
2009年）など。
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浜元  聡子（はまもと さとこ）
京都大学東南アジア研究所研究員。専門は東南アジア地域研究、文化人類学。
1992年、立命館大学国際関係学部を卒業。2004年、京都大学で博士号（人間・
環境学）取得。

原  正一郎（はら しょういちろう）
京都大学地域研究統合情報センター教授。地域情報学（Area Informatics）の創
成と資源共有化システムの構築を目指した研究を進めている。特定の地域につ
いて異なる視点やテーマから得られた情報を総合的に研究したり、同一テーマ
について地域間で比較研究したりする研究を支援する情報モデルやシステム
の開発を目指している。近年は、地理情報システムの開発、地名辞書などのシス
テム構築を行っている。東京大学大学院医学系研究科博士課程修了。学術情報
センター助手、国文学研究資料館助教授を経て、2006年8月から現職。

西　芳実（にし よしみ）
京都大学地域研究統合情報センター准教授。専門はインドネシア地域研究、
多言語・多宗教地域の災害・紛争対応過程。博士（学術）（東京大学、2007年）。
1997～2000年にインドネシア・アチェ州のシアクアラ大学教育学部歴史学
科に留学。東京大学大学院「人間の安全保障」プログラム助教等を経て2011年
より現職。災害や紛争がもたらす記憶や経験の断絶を繋ぎなおす試みとして、
アチェで「タイプライターで書く自分史」プロジェクトに取り組んでいる。

服部  美奈（はっとり みな）
名古屋大学大学院教育発達科学研究科准教授。愛知県生まれ。専門分野は比較
教育学・教育人類学。研究テーマはインドネシア・西スマトラにおけるイスラー
ム教育の歴史的展開、インドネシアの教育改革、ジェンダーと教育など。名古屋
大学教育学部卒業。博士（教育学、1999年）。岐阜聖徳学園大学助教授を経て
2004年10月より現職。著書に『インドネシアの近代女子教育──イスラーム
改革運動のなかの女性』（勁草書房、2001年）、『変貌するインドネシア・イス
ラーム教育』（共編著、東洋大学アジア文化研究所、2007年）、『途上国におけ
る基礎教育支援（下）国際的なアプローチと実践』（共著、学文堂、2008年）など
がある。
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星川  圭介（ほしかわ けいすけ）
京都大学地域研究統合情報センター助教。専門とする地域はタイ、インドネシ
アを中心とする東南アジア地域。地域の人々がどのように各地の自然環境に
適応し、暮らしを営んできたか、社会・経済状況等の変化によって生き方をど
のように変えて来たかをテーマとして研究を行っている。主な研究対象は農
村部での生業変化だが、災害によってもたらされた新たな状況に人々が適応
していく過程として災害復興過程にも関心をもっている。

ジュリアン・ブルドン・ミヤモト
京都大学地域研究統合情報センター教務補佐員。京都大学大学院情報学研究
科社会情報学専攻社会情報ネットワーク講座博士課程（広域情報ネットワー
ク分野）。主に異文化コラボレーションと多言語ウェブサイトにおけるロー
カライゼーションパターンに関する研究を行う。Université de Caen Basse-
Normandie情報科学科卒業、Université de Saint-Etienne修士号取得（ウェブイ
ンテリジェンス）。University of Sheffield情報学研究科に留学。2011年より
地域研究統合情報センター地域情報学プロジェクトのシステム開発を担当。

亀山  恵理子（かめやま えりこ）
奈良県立大学地域創造学部講師。1972年生まれ。専門は東ティモール、イン
ドネシアをフィールドとした社会開発研究。学部時代にインドネシア語を学
び、その後援助機関のスタッフとして東ティモールとインドネシアのアチェ
で紛争後・災害後の復興支援活動にたずさわる。言語文化学修士（大阪外国語
大学、1998年）、開発学修士（Institute of Social Studies、2006年）。

牧　紀男（まき のりお）
京都大学防災研究所巨大災害研究センター准教授。1968年京都市生まれ。
1991年京都大学工学部建築学科卒業。1997年に京都大学大学院工学研究
科で博士（工学）を取得。京都大学大学院工学研究科助手などを経て2005年
より現職。専門は、防災計画、災害復興計画、危機管理システム、すまいの災害
誌。著書に『災害の住宅誌』（鹿島出版会、2011年）、『組織の危機管理入門―
―リスクにどう立ち向えばいいのか』（京大人気講義シリーズ、丸善、2008
年）、『はじめて学ぶ都市計画』（市ヶ谷出版、2008年）などがある。
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京都大学地域研究統合情報センター（CIAS）は、本国際シンポジウム／ワークショップ期間中の2011年
12月24日に、インドネシアの国立シアクアラ大学津波防災研究センター（TDMRC）と研究交流および協
力の基本協定を締結した。CIASから林行夫センター長、原正一郎副センター長、西芳実准教授、柳澤雅之
准教授、山本博之准教授、星川圭介助教、ジュリアン・ブルドン研究員がインドネシア共和国アチェ州バン
ダアチェ市を訪問し、協定文書に調印した。
　この協定の締結により、日本とインドネシアにおける地域情報学分野の研究者の協力を拡充し、人的
交流と情報の共有手段を提供し、若手研究者の招へいと派遣についても努力することが合意された。
　アチェ州は、2004年12月のインド洋津波により死者・行方不明者16万5,000人の被害を受け、現在も
復興の途上にある。地域にねざした復興を進め、その経験を世界のほかの地域に意味のあるかたちで伝え
るために、地域研究と地域情報学の方法が求められている。
　調印式の後、研究協力協定締結記念ラウンド・テーブルを開催し、ムハンマド・ディルハムシャーTDMRC
センター長、リダTDMRC副センター長らと研究協力について意見交換を行い、相互理解を深めた。

研究協力のあり方をめぐって
討議したラウンド・テーブル

協定に調印した林行夫地域研究統合情報
センター長〈右〉とムハンマド･ディルハム
シャー津波防災研究センター長〈左〉

ラウンド・テーブルには、双方の機関から各７名が参加

学術交流協定の締結
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現地報道記事の紹介
シンポジウム／ワークショップの模様は現地の複数メディアで報道された。

●じゃかるた新聞　2011年12月27日

●Serambi Indonesia　2011年12月27日
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●Harian Aceh　2011年12月28日

●記事タイトル

津波モバイル博物館
日本からアチェへの贈り物

●記事リード

津波からの復興を遂げたアチェの経験は日
本にとってよい参照すべき例となる。そし
て日本も津波モバイル博物館という贈り物
をアチェに提供してくれた。


